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千 葉 県 警 察 職 員 の 職 務 執 行 に 伴 う 災 害 見 舞 金 の 支 給 に 関 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。  

千 葉 県 警 察 職 員 の 職 務 執 行 に 伴 う 災 害 見 舞 金 の 支 給 に 関 す る 訓 令  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 訓 令 は 、 千 葉 県 警 察 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） が 、 職 務 執 行 に 際 し て 負 傷

ま た は 疾 病 等 の 災 害 を 受 け た 場 合 に お け る 公 務 災 害 見 舞 金 （ 以 下 「 見 舞 金 」 と い う 。 ） の

支 給 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 見 舞 金 の 支 給 ）  

第 ２ 条  見 舞 金 は 、 職 員 が 前 条 に 定 め る 公 務 災 害 を 受 け た 場 合 に 、 当 該 災 害 の 程 度 に 応 じ 、

別 表 に 定 め る 金 額 の 範 囲 内 で 支 給 す る も の と す る 。  

（ 見 舞 金 の 申 請 ）  

第 ３ 条  所 属 長 は 、 前 条 の 規 定 に 基 づ く 見 舞 金 の 支 給 事 案 が 生 じ た と き は 、 警 察 本 部 長 （ 以

下 「 本 部 長 」 と い う 。 ） に 災 害 見 舞 金 支 給 申 請 書 （ 別 記 様 式 第 １ ） に よ り 見 舞 金 支 給 の 申

請 を す る こ と が で き る 。  

２  見 舞 金 の 申 請 期 間 は 、 原 則 と し て 、 支 給 事 案 の 発 生 日 か ら ６ か 月 以 内 と す る 。  

（ 給 付 額 の 決 定 お よ び 交 付 ）  

第 ４ 条  本 部 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 が あ つ た と き は 、 そ の 内 容 を 審 査 し 、 給 付 額 を 決

定 し て 災 害 見 舞 金 支 給 決 定 通 知 書 （ 別 記 様 式 第 ２ ） に 見 舞 金 を 添 え 、 所 属 長 を 通 じ て 当 該

職 員 に 支 給 す る も の と す る 。  

（ 事 務 処 理 ）  

第 ５ 条  こ の 訓 令 に 関 す る 事 務 は 、 警 務 部 監 察 官 室 に お い て 処 理 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

 改 正 後 の 第 ３ 条 及 び 別 表 の 規 定 は 、 こ の 訓 令 の 施 行 の 日 以 降 に 申 請 の あ っ た 支 給 事 案 か

ら 適 用 し 、 同 日 前 に 申 請 の あ っ た 支 給 事 案 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

別 表 （ 第 ２ 条 ）  

公 務 災 害 見 舞 金 支 給 基 準 表  

 療 養 期 間  金 額   

２ 週 間 未 満  3,000円

２ 週 間 以 上 ３ か 月 未 満  5,000円

３ か 月 以 上  10,000円

  
   以下別記様式省略 


